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1956年長野県安曇野市生。1980年早稲田大学政治経済学部卒業。同年厚生省に
入省。2014年厚生労働省保険局長、2016年内閣官房地方創生総括官。2018年退
官。2021年より、社会福祉法人サン・ビジョン理事長。

令
和
５
年
６
月
に
工
程
表
が
本
部
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
医
療
Ｄ
Ｘ
工
程
表
に

は
、
介
護
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に

よ
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
生
活
の
形
・
ス
タ

イ
ル
を
変
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、

部
分
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
で
は
な
く
、
全
体

的
な
デ
ジ
タ
ル
化
を

行
う
も
の
で
す
。

医
療
Ｄ
Ｘ
と
は
、

保
健
・
医
療
・
介

護
の
各
段
階
に
お
い

て
発
生
す
る
情
報
や

デ
ー
タ
を
、
全
体
最

適
さ
れ
た
基
盤
を
通

し
て
、
保
健
・
医
療

や
介
護
関
係
者
の
業

務
や
シ
ス
テ
ム
、デ
ー

タ
保
存
の
外
部
化
・

共
通
化
・
標
準
化
を

図
り
、
国
民
自
身
の

予
防
を
促
進
し
、
よ

り
良
質
な
医
療
や
ケ

ア
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
社
会
や
生
活

の
形
を
変
え
る
こ
と

と
定
義
さ
れ
て
い
ま

す
。
保
健
・
医
療
・

介
護
の
各
段
階
と
は
、

疾
病
の
発
症
予
防
、
受
診
、
診
察
・
治
療
・

薬
剤
処
方
、
診
断
書
等
の
作
成
、
診
療
報

酬
の
請
求
、
医
療
介
護
の
連
携
に
よ
る
ケ

ア
、
地
域
医
療
連
携
、
研
究
開
発
な
ど
を

指
し
ま
す
。

世
界
に
先
駆
け
て
少
子
高
齢
化
が
進
む

我
が
国
に
お
い
て
は
、
国
民
の
健
康
増
進

や
切
れ
目
の
な
い
質
の
高
い
医
療
の
提
供

に
向
け
、
医
療
介
護
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
、
保
健
・
医
療
・
介
護
情
報
の
利

活
用
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

は
、
非
常
に
重
要
で
す
。
結
局
、
医
療
介

護
Ｄ
Ｘ
と
は
、
医
療
介
護
情
報
を
、
①
サ
ー

ビ
ス
に
活
か
す
（
診
療
と
予
防
・
Ｐ
Ｈ
Ｒ
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）、
②
効
率

化
に
活
か
す
（
業
務
）、
③
研
究
に
活
か
す

（
創
薬
、
機
器
開
発
）
こ
と
を
目
指
す
も
の

で
す
。

医
療
Ｄ
Ｘ
本
部
の
工
程
表
で
は
、
①
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
と
の

一
体
化
、
②
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
、
③
電
子
カ
ル
テ
情
報

の
標
準
化
等
、
④
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
の

４
つ
の
目
標
を
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
次

回
は
そ
の
内
容
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
ょ
う
。
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１
月
１
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
２
０
０
人
を
超
え
る
方
が
お
亡

く
な
り
に
な
り
、
な
お
行
方
不
明
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
避
難
さ

れ
て
い
る
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

２
次
避
難
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
１

月
19
日
現
在
、
な
お
多
く
の
方
が
避
難
所

で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
筆
者
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
の
時
に
は
、
感
染
症
対
策
や

難
病
対
策
、
透
析
患
者
へ
の
水
の
確
保
な

ど
を
担
当
す
る
健
康
局
（
当
時
は
厚
生
省

保
健
医
療
局
）
の
課
長
補
佐
を
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
は
、

厚
生
労
働
省
の
災
害
対
策
本
部
事
務
局
長

代
理
と
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
の
皆
さ
ん

と
共
に
入
院
患
者
や
介
護
・
福
祉
施
設
入

所
者
の
皆
さ
ん
の
大
規
模
県
外
搬
送
を
担

当
す
る
な
ど
、
事
務
方
責
任
者
を
務
め
ま

し
た
。

今
回
の
震
災
は
、
半
島
と
い
う
交
通
手

段
の
確
保
が
難
し
い
場
所
で
発
生
し
て
お

り
、
し
か
も
、
液
状
化
や
土
砂
崩
れ
が
多

数
発
生
し
て
い
ま
す
。未
だ
復
旧
の
ス
テ
ー

ジ
に
入
っ
た
と
は
い
え
な
い
厳
し
い
局
面

に
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
の
法
人
で
も
、
２

名
の
能
登
出
身
の
職
員
が
お
り
、
お
正
月

に
帰
省
中
で
し
た
。
１
名
は
珠
洲
市
の
避

難
所
に
親
族
や
ご
近
所
の
皆
さ
ん
と
震
災

後
２
週
間
い
て
先
日
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

私
ど
も
の
介
護
施
設
で
も
、
被
災
地
の

介
護
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
の
受
入

れ
要
請
を
愛
知
県
か
ら
受
け
て
お
り
、
間

も
な
く
受
入
れ
が
始
ま
り
ま
す
。
東
海
北

陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
で
、
愛
知
県
は
大
き
な

県
で
す
か
ら
、
そ
の
力
に
応
じ
た
役
割
を

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
の
法
人
で

も
、
で
き
る
限
り
の
ご
協
力
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
大

き
な
震
災
の
復
旧
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。
能
登
半
島
地
震
の
復
旧
復
興
に
つ
い

て
は
、
改
め
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　

今
回
は
、
医
療
介
護
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
、
社
会
保

障
の
分
野
に
お
け
る
当
面
の
最
重
要
課
題

は
、
医
療
介
護
Ｄ
Ｘ
と
子
ど
も
未
来
戦
略

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
未
来

戦
略
は
、
昨
年
12
月
末
に
新
し
い
戦
略
が

決
定
さ
れ
、
そ
れ
を
具
体
化
し
た
法
案
が

現
在
開
会
さ
れ
て
い
る
国
会
に
提
出
さ
れ

る
予
定
で
す
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
児
童

手
当
の
大
幅
な
増
額
、
高
等
教
育
費
に
対

す
る
支
援
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の

創
設
な
ど
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
関
連
法
案

が
提
出
さ
れ
て
か
ら
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

医
療
介
護
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、
令
和
４

年
10
月
に
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と

す
る
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
改
革
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
て
い
く
か
に
関
し
、
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